
道徳学習指導案（２年○組）

１ 主題名 法やきまりの意義（内容項目４－(1) 遵法、社会の秩序と規律）

（資料名 「ラッキーなはずなのに（自作資料）」）

２ 主題設定の理由

(1) ねらいにかかわる生徒の実態

中学生の時期には、生徒たちは独立心が旺盛になり、規則やきまりについて自分を束縛するものと

してのイメージが強くなってくる。また、明らかに人に迷惑を掛けるきまりは守ろうとするが、身だ

しなみや服装など、直接周囲に迷惑を掛けてないと感じるものに関しては、守ろうとする意識が低か

ったり、見つからなければ守らなくてもいいのではないかと考えたりすることもある。普段の生活の

中で何かを判断する時に、友達ときまりの間で挟まれた場合には、きまりを守らないことで起こる可

能性について深く考えずに、友達を優先してしまうこともある。このような生徒たちに、資料を通し

てきまりの意義を理解し、社会の秩序と規律を高めるために必要なことを考え、行動しようとする態

度を育むことは、たいへん意義のあるものであると考える。

(2) ねらいとする道徳的価値について

４－(1)は、法やきまりの意義を理解し、進んで守るとともに、自他の権利を大切にして義務を果

たして、社会の秩序と規律を高めるように努める生徒を育てようとする内容項目である。

中学生になると、社会の仕組もある程度理解できるようにり、義務感と正義感を身に付けている生

徒がいる。しかし、一方で法やきまりは自分を束縛するものとして疎ましくとらえていたり、権利は

強く主張しても、義務をなおざりにしたりすることも見られる。そこで、法やきまりは自分たちの生

活や権利を守るためにあり、それを進んで守ることで秩序と規律のある社会が実現されていくという

ことを、深く考えられるように工夫することが必要である。

(3) 資料について

本資料「ラッキーなはずなのに」は、違法とは知りながら、録画したアニメを再編集して動画共有

サイトに投稿している僕が、同じ事をしていた親友からもう投稿することはやめると告げられる。後

日僕は、欲しかった本の内容がほぼ見られるという違法なサイトを見付けるが、その本を購入してい

た親友Ａ男の言葉を思い出し、閲覧しようか迷ってしまうという内容である。法やきまりについて「ル

ールだから守る」という他律的な考えから、相手を思いやる気持ちや「自分を裏切らない」という自

尊心との関わりに気付きながら「尊重したいから守る」という自律的に考えられるようになる資料で

ある。

３ 指導方針

○情報モラルに関わって、動画共有サイトの違法動画や出版物の違法アップロードなど、著作権につ

いて扱う。なお、著作権そのものを学習する内容にならないようにする。生徒が日常で使っている

動画共有サイトを扱うことで、資料の中のできごとを身近で起こりうることとして、資料の登場人

物と自分とを重ね合わせて考えられるようにする。

○展開後段では、インターネットを利用するに当たってのいろいろな法やきまりとの関わり方につい

て、自分の生活を振り返り、今後の思いや課題を自覚できるようにする。

４ 研究との関わり

本研究では、「道徳の時間のための情報モラル自作資料集の作成と活用」を研究主題とし、「生徒の

道徳的価値の自覚を深める指導の充実を目指して」を副主題に研究を進めてきている。生徒にとって身

近に感じる情報モラルに関わる資料を活用しながらも、問題の根底にある道徳的価値について、考えが

深められたかどうかを検証する。
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５ 情報モラル教育との関わり

本時に関わる情報モラル教育の指導事項は、「すべての先生のための『情報モラル』指導実践キック

オフガイド」（2007）と、それを基に作成された「情報モラル教育実践ガイダンス」（2011）に示され

た、「心を磨く領域」の「法の理解と遵守」分野、「c4-1違法な行為とは何かを知り、違法だとわかっ

た行為は絶対に行わない」「c4-2情報の保護や取扱いに関する基本的な法律の内容を知る」である。

６ 本時の展開

(1) ねらい 法やきまりの意義を理解し、よりよい社会の実現に向けて、自分に課せられた義務を

確実に果たそうとする態度を育てる。

(2) 準 備 読み物資料 ワークシート

(3) 展 開

学習活動 時 主な発問 支援及び指導上の留意点

間 （・予想される児童の反応） （太字は情報モラルに関わる内容）

１ 本時の学 ○学校のきまりで禁止されていること ○生徒の意識や身近な問題について、事

習課題をつ 5 を友達から誘われたらどうするかこ 前のアンケート結果から、価値への方

かむ。 分 れまでの生活を振り返る。 向付けを図る。

・絶対に守る。

・たぶん守る。

・学校のきまりだけどたぶん守らない。

２ 資料「投 ○違法と知りながら、動画を投稿して ○きまりを守らないのはよくないことだ

稿してみた 30 いたときの僕は、どんなことを考え とわかっていても（価値理解）、自分

ものの」を 分 ていただろう。 に都合のいい解釈で、つい破ってしま

もとに、登 ・みんなやっていることだからいい。 う「僕」の弱さ（人間理解）に目を向

場人物と自 ・みんなの評価が嬉しい。 けさせるようにする。

分を重ね合 ・別に迷惑はかかっていない。 ○動画共有サイト内での著作権に関わる

わせながら ・削除されたら気をつけよう。 ことについて、簡単に説明する。

話し合う。 ○Ａ男から、動画の投稿をやめたこと ○Ａ男の話を聞いても、著作権について

を伝えられたとき、「僕」はどんな 深く考えておらず、まだ自分もやめる

ことを考えただろう。 とはっきり決めていない「僕」の弱さ

・そうなんだ。 に目を向けさせるようにする。

・僕もやめた方がいいかな。

・僕はやめないけれどね。

◎閲覧するためのクリックがなかなか ○違法サイトとわかっていても、閲覧す

できないで迷っている僕は、どんな るだけなら大丈夫であろうという思い

ことを考えていただろう。 と作者の著作権を守らなくてはという

・クリックすると、作者の権利を奪っ 思いを自分との関わりで考えさせ、価

てしまうかもしれない。 値理解、人間理解、他者理解を深めら

・見たいけれど、作者に申し訳ないし れるようにする。

よくないかもしれない。 ○迷っているのは、作者を応援したい自

・自分にも作者を応援したい気持ちは 分を裏切りたくないからであることに

あるから、見るのはよくない。 気付けるようにする。

３ 本時で考 10 ◎インターネット上の法律やきまりは ○インターネットを利用するに当たって

えたことを 分 なぜあるのか。また、それらについ の法やきまりとの関わり方について自

振り返り、 て、自分自身が守れているものや守 分の生活を振り返り、今後の思いや課

発表する。 れていないものを振り返って、どう 題を自覚できるようにする。

すれば守れるようになるか、考えま
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しょう。

・その人の生活を守るためにある。著

作権を破られると、作者の収入が減

ってしまう。音楽などを違法コピー

して友達に配ってしまった。作った

人の努力や気持ちを考えていきたい。

４ 私たちの 5 ○私たちの道徳 134ページを読む。 ○権利や義務の側面から法やきまりを捉

道徳を読 分 えさせ、義務を果たしていこうとする

む。 態度を育てたい。
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「 ラ ッ キ ー な は ず な の に 」

僕 は 、 漫 画 や ア ニ メ が 大 好 き だ 。 で も 、 そ れ ば か り っ て い う 訳 で は な い 。 ス

ポ ー ツ 番 組 だ っ て 見 る し 、 体 を 動 か す こ と だ っ て 大 好 き だ 。 本 当 は 、 受 験 に 向

け て 勉 強 を し な け れ ば い け な い の だ け れ ど 、 勉 強 ば か り で は 息 が 詰 ま っ て し ま

う か ら 、 時 々 別 の こ と を す る ん だ 。 そ う 、 自 分 に 言 い 聞 か せ て い る 。 こ こ 最 近

夢 中 に な っ て い る の は 、 動 画 共 有 サ イ ト に 作 品 を 投 稿 す る こ と だ 。

作 品 と は い っ て も 、 僕 の 場 合 、 録 画 し た ア ニ メ の か っ こ い い シ ー ン だ け を つ

な げ て 音 楽 を 乗 っ け た も の だ 。 初 め の う ち は 、 い く つ か 作 っ て 仲 間 と 見 せ 合 っ

て い た だ け だ っ た 。 そ れ が 最 近 で は 動 画 共 有 サ イ ト に 投 稿 し て い る 。 や っ ぱ り 、

仲 間 内 だ け だ と 、 見 せ ら れ る 範 囲 が 限 ら れ て い る か ら だ 。 自 信 の あ る 作 品 は 、

も っ と た く さ ん の 人 に 見 て も ら っ て 反 応 が 知 り た く な る 。 表 現 者 と し て は 当 然

の こ と だ 。 た だ 、 そ う な る と 、 問 題 も 出 て く る 。 使 っ て い る 音 楽 に つ い て は 、

著 作 権 フ リ ー の 素 材 だ か ら 大 丈 夫 な ん だ け ど 、 動 画 そ の も の に つ い て は や ば い

か も し れ な い 。

著 作 権 を 侵 害 し て い る と は な ん と な く 分 か る 。 で も 、 動 画 共 有 サ イ ト を 見 て

み れ ば 、 僕 と 同 じ 事 を し て い る 人 は た く さ ん い る し 、 そ の 中 で 削 除 さ れ る 作 品

も あ れ ば 削 除 さ れ な い 作 品 も あ る の も 知 っ て い る 。 基 準 は よ く わ か ら な い 。 そ

ん な 中 で 、 僕 な ん か よ り セ ン ス の い い 動 画 を 見 つ け る と 競 争 心 を あ お ら れ る の

も 事 実 だ 。

み ん な や っ て い る こ と だ し 、 最 近 で は あ ま り 深 く 考 え ず に 作 品 作 り に 集 中 し

て い る 。 投 稿 し た 動 画 を 見 た 人 の コ メ ン ト を 読 む の が と て も 楽 し い 。 褒 め て も

ら え る と 、 自 分 が 認 め て も ら っ た 充 実 感 で い っ ぱ い だ 。 だ っ て 、 コ メ ン ト の 数

が 、 僕 の 通 っ て い る 学 校 の 全 校 生 徒 の 数 よ り 多 い な ん て 、 ネ ッ ト で な け れ ば 味

わ え な い こ と だ か ら 。

そ ん な あ る 日 の 放 課 後 、 同 じ よ う に 動 画 共 有 サ イ ト に 投 稿 し て い る 親 友 の Ａ

男 が 僕 に 言 っ て き た 。

「 俺 さ 、 動 画 を 投 稿 す る の も う や め た よ 。 」

「 何 で ？ や っ ぱ り 著 作 権 と か ？ で も 、 み ん な が や っ て い る こ と だ よ 。 」 僕 は 、

こ の 前 Ａ 男 が 運 営 サ イ ト か ら 動 画 を 削 除 さ れ た こ と を 思 い 出 し て い た 。

「 う ん 、 そ れ も あ る ん だ け ど さ 、 こ の 前 俺 が 大 金 出 し て 買 っ た 本 が あ っ た ろ ？ 」

Ａ 男 は 、 こ の 前 か な り 高 い 本 を 買 っ た 。 そ れ は 、 あ る 漫 画 の 設 定 資 料 集 で 、

登 場 す る ロ ボ ッ ト の 関 節 の 仕 組 が ど う な っ て い て 、 動 く と き に ど う な っ て い る

か と か 、 キ ャ ラ ク タ ー の 着 て い る 服 が 、 ど ん な 素 材 で で き て い て 、 ど ん な 縫 い

方 を し て い る か な ど 、 作 者 が 考 え た こ と が 事 細 か に 記 さ れ て い る も の だ っ た 。
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か な り マ ニ ア ッ ク な 内 容 だ と 思 う の だ け ど 、 こ れ ま で に も 何 冊 か 出 版 さ れ て い

た 。 僕 も 好 き な 漫 画 だ っ た の で 欲 し い と は 思 っ て い た け れ ど 、 あ ま り の 金 額 の

高 さ に 手 が 出 な か っ た 。 Ａ 男 は 続 け た 。

「 あ の 本 の 中 に 作 者 の 言 葉 が あ っ た ん だ よ ね 。 『 漫 画 だ け で い い と こ ろ を 、 こ

ん な 設 定 資 料 集 ま で 買 っ て く れ て あ り が と う 。 も っ と 安 く な ら な い の か ？ と い

う 問 い 合 わ せ が 毎 回 た く さ ん あ り ま す が 、 な り ま せ ん 。 人 が 必 死 で 考 え て 制 作

し た 作 品 に は そ れ な り の 価 格 が つ け ら れ る と 考 え て い ま す 。 こ ん な わ が ま ま な

作 者 で す が 、 必 ず 、 次 の 作 品 で も 皆 さ ん の び っ く り す る よ う な も の を お 届 け し

ま す 。 』 っ て ね 。 な ん か 、 そ れ 読 ん だ ら こ う い う 人 の こ と を 応 援 し た く な っ ち

ゃ っ て さ 、 何 が で き る か な っ て 考 え た ん だ 。 」

そ の 日 の 夜 、 ネ ッ ト を 検 索 し て い た ら 、 偶 然 だ け ど Ａ 男 が 買 っ た と い う 設 定

資 料 集 が ほ ぼ 丸 ご と 読 め そ う な サ イ ト が 見 つ か っ た 。 も ち ろ ん 違 法 だ 。 買 っ た

本 を ス キ ャ ナ で 読 み 込 ん で デ ジ タ ル デ ー タ に し た ん だ ろ う 。 画 像 と し て サ イ ト

に 投 稿 し た 人 が 悪 い に 決 ま っ て い る 。 じ き に 削 除 さ れ る に 違 い な い 。 た だ 、 見

る の は ど う な ん だ ろ う ？ 今 ま で 、 こ ん な サ イ ト で 見 て い い か 悪 い か な ん て 考 え

た こ と も な か っ た 。 気 に な っ た の で 、 す ぐ に ネ ッ ト 検 索 し て 調 べ て み る 。 一 つ

の サ イ ト だ け で は よ く わ か ら な い か ら 、 い く つ か 調 べ て み る 。

そ う だ 、 や っ ぱ り 大 丈 夫 だ 。 違 法 な 動 画 や 音 楽 を ダ ウ ン ロ ー ド す る の は よ く

な い け れ ど 、 見 る だ け な ら ば 問 題 な い 。 悪 い の は 違 法 に ア ッ プ ロ ー ド し た 人 だ 。

見 る だ け な ら 問 題 な い 。 見 る だ け な ら ・ ・ ・

だ け ど 、 い つ も は す ぐ に ク リ ッ ク し て い る 人 差 し 指 が 、 今 は な か な か 動 か せ

な い で い る 。 こ ん な サ イ ト が 見 つ か っ て ラ ッ キ ー な は ず な の に 。
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「 ラ ッ キ ー な は ず な の に 」

組 番 氏 名

月 日

き ま り は 、 何 の た め に あ る の か 考 え よ う

○ 閲 覧 す る た め の ク リ ッ ク が な か な か で き な い で 迷 っ て い る 僕 は 、 ど ん な こ と を 考

え て い た だ ろ う 。

○ イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の 法 律 や き ま り は な ぜ あ る の で し ょ う か 。 ま た 、 そ れ ら に つ い

て 、 自 分 自 身 が 守 れ て い る も の や 守 れ て い な い も の を 振 り 返 っ て 、 ど う す れ ば 守

れ る よ う に な る の か 、 考 え ま し ょ う 。

○ 家 の 人 か ら の コ メ ン ト を 書 い て も ら い ま し ょ う 。

今
日
の
振
り
返
り

Ａ
当
て
は
ま
る

Ｂ
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
る

Ｃ
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
ら
な
い

Ｄ
当
て
は
ま
ら
な
い

私
は
、
こ
の
時
間
、
発
言
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

私
は
、
こ
の
時
間
、
し
っ
か
り
考
え
よ
う
と
し
て
い
た
。

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

私
は
、
こ
の
時
間
、
友
達
の
発
言
を
し
っ
か
り
聞
こ
う
と
し
て
い
た
。

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
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道徳学習指導案（３年○組）

１ 主題名 思いやる心（内容項目２－(2) 人間愛、思いやり）

（資料名 「これでよかったのかな？（自作資料）」）

２ 主題設定の理由

(1) ねらいにかかわる生徒の実態

中学生の時期には、相手の立場を尊重して関わりを持つことの大切さを理解できるようになってい

る。しかし、スマートフォンを使ってのインターネット上のコミュニケーションが頻繁にとられるよ

うになるなど、人との直接的な関わりが減ってきている。無料通話アプリでは、他の人との繋がりを

気軽に持てるようになるものの、その関係は希薄であり、短文によるやりとりのため、誤解が生じた

り、同調圧力が生じて必要以上に相手を傷つけてしまったりすることがある。自分が傷つかないため

に、より強い言葉を使ったり、反撃したりするなど、自己中心的になりやすく、他を省みない行動に

走る場合がある。このような生徒たちに、思いやりの大切さに気付かせるだけでなく、自分も相手も

かけがえのない人間であり、お互いを尊重することの大切さを自覚できるようにすることは大変意義

のあるものであると考える。

(2) ねらいとする道徳的価値について

２－(2)「温かい人間愛の精神を深め、他の人々に対し思いやりの心をもつ」は、単に思いやりの

大切さに気付かせるだけでなく、根本において自分も他の人も、ともにかけがえのない人間であると

いうことを自覚できるようにするという内容項目である。

人間愛の精神は、お互いの存在を、強さも弱さも持ち合わせた人間として、肯定的に受け止めよう

とするものであり、他の人への思いやりの心を通して現れる。他の人の思いやりに触れ、それを素直

に受け止めたとき、人は自然と感謝の気持ちを持つ。そして、今の自分は多くの人に支えられてきた

からであることを自覚するようになる。思いやりとは、「助けてあげる」「親切にしてあげる」など、

相手がかわいそうだからという単なるあわれみではない。根底に相手を尊重する気持ちを持ちながら、

親切にし、いたわり、励ますといった態度を育てることは大切であると考える。

(3) 資料について

本資料「これでよかったのかな？」は、無料通話アプリを使ったグループトークの中で、本人とわ

かる内容で中傷された「たかし」が、ネットのルールは守った方法で仕返しをしたものの、気持ちが

すっきりしないという資料である。生徒たちは「ネット上のやりとりでは、相手を傷つける言葉を使

わない」ということは知っていても、その時の感情でつい使ってしまうこともある。また、「相手に

傷つけられたから、自分もやり返すんだ。」ということから起こる身近で現実的なトラブルを基に、

本当にこれでよかったのかと、思いやりについて深く考えることができる資料である。

３ 指導方針

○情報モラルに関わることとして、読み物資料の冒頭では、無料通話アプリを利用する中学生の気持

ちに触れることで、スマートフォン等の使い方について、自分自身を振り返られるようにする。

○読み物資料ではあるが、無料通話アプリでのやりとりについては、スマートフォンをイメージした

画面を提示する。メッセージのやりとりのようすを示すなど、生徒が日常で使っているものを用い

ることで、身近で起こりうることとして、資料の登場人物と自分とを重ね合わせて考えられるよう

にする。

○無料通話アプリのやりとりを、台詞のみの役割演技で交代しながら表現することで、価値の理解を

深められるようにする。

○展開前段では、情報モラルの知識についても扱う。ただし、道徳の時間である本時のねらいに迫る

ために、限定的に扱う。直接本人の名前は挙げないものの、本人が特定できるやり方で中傷するこ
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とはマナー違反であることや、公開されているブログのアドレスのリンクを貼っただけだが、相手

を攻撃する目的で行うことはマナー違反になることを押さえるようにする。

○展開後段では、ネットワークを利用する上での思いやりと自分との関わりについて、生活を振り返

り、今後の思いや課題を自覚できるようにする。

４ 研究との関わり

本研究では、「道徳の時間のための情報モラル自作資料集の作成と活用」を研究主題とし、「生徒の

道徳的価値の自覚を深める指導の充実を目指して」を副主題に研究を進めてきている。生徒にとって身

近に感じる情報モラルに関わる資料を活用しながらも、問題の根底にある道徳的価値について、考えが

深められたかどうかを検証する。

５ 情報モラル教育との関わり

本時に関わる情報モラル教育の指導事項は、「すべての先生のための『情報モラル』指導実践キック

オフガイド」（2007）と、それを基に作成された「情報モラル教育実践ガイダンス」（2011）に示され

た、「心を磨く領域」の「情報社会の倫理」分野、「a4-1情報社会における自分の責任や義務について

考え、行動する」「ｂ4-1個人の権利（人格権、肖像権など）を尊重する」「ｂ4-2著作権などの知的財

産権を尊重する」である。

６ 本時の展開

(1) ねらい 他の人との関わりについて、相手の立場に立って物事を捉えることの難しさと大切さ

を理解し、誰に対しても思いやりの心を持って接していこうとする態度を育てる。

(2) 準 備 プレゼンテーション資料 大型テレビ ワークシート

(3) 展 開

学習活動 時 主な発問 支援及び指導上の留意点

間 （・予想される児童の反応） （太字は情報モラルに関わる内容）

１ 本時の学 ○思いやりについてどう思っているか。○生徒の意識や身近な問題について、事

習課題をつ ５ ・誰に対しても思いやりの心を持って 前のアンケート結果から、価値への方

かむ。 分 接した方がいい。 向付けを図る。

・意地悪な人には、思いやりの心を持

たなくてもいい。

２ 資料「こ ○無料通話アプリでやりとりをしてい ○四人のネット上のやりとりを台詞の役

れでよかっ 30 た四人になって、トークをしてみよ 割演技にし、交代で演じることで、思

た の か 分 う。思いやりがないと感じるのは、 いやりを持つことの大切さ（価値理解）

な？」をも それぞれどんなところですか。 と、自分が怒っている時には、傷つけ

とに、登場 ・Ａ子は、名前を出してはいなくても、 ることをいってしまったり、つい相手

人物と自分 みんなが見るところでたかしの悪口 に合わせてしまったりする弱さ（人間

を重ね合わ を言っている。 理解、他者理解）に目を向けさせるよ

せながら話 ・Ｂ子はＡ子を止めないで話を合わせ うにする。

し合う。 ている。 ○情報モラルとして、Ａ子だけでなく四

・Ｃ男は名前を聞き出そうとしている。 人全員の行為は思いやりがなく、ネッ

・Ｄ男は名前を伏せながらも、みんな ト上のマナー違反であることを確認す

にわかるようにしている。 る。

○たかしに声を掛けてきたＥ子につい ○たかしの行為は、ネット上のルールを

て、思いやりがないと感じるのはど 守ってはいるものの、相手を傷つける

んなところですか。 目的であったため、マナー違反である

・嫌な思いをしているＡ子を見て喜ん ことを確認する。
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でいるところ。 ○人が困っている姿を見て喜んでしまう

・わざわざたかしにお礼を言っている 人間の弱さ（人間理解）にも気付ける

ところ。 ようにする。

◎たかしがすっきりしないのは、どう ○思いやりのない行為に対して、思いや

してだと思いますか。 りのない対応をしても、Ａ子の立場で

・思っていた以上に騒ぎが大きくなっ 考えてみるとすっきりしないたかしの

てしまったから。 気持ちに共感できるようにする。

・Ａ子が笑いものになってしまったか

ら。

・自分のせいで、Ａ子が嫌な思いをし

ているから。

３ 本時で考 10 ◎ネットワーク上でのコミュニケーシ ○目に見えない相手の立場に立って関わ

えたことを 分 ョンにおいて、思いやりのない不適 っていくことの大切さを理解し、より

振り返り、 切な書き込みを防ぐためには、どの よいネットワーク上でのコミュニケー

発表する。 ようなことが大切だと思いますか。 ションをとろうとする気持ちについて

これまでの自分のことも振り返りな 振り返られるようにする。

がら考えましょう。

・これまで、言われたら言い返してし

まっていた。相手が嫌な思いをする

のは自分も嫌な気持ちになるという

ことを忘れないで、感情にまかせて

文字を打たないようにすればいい。

４ 私たちの 5 ○私たちの道徳54ページを読む。 ○思いやりは、単なる哀れみや自己満足

道徳をむ。 分 とはちがうことを捉えさせ、相手の立

場に立って関わっていこうとする態度

を育てたい。
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「 こ れ で よ か っ た の か な ？ 」 （ １ ／ ２ ）

た か し は 、 不 思 議 に 思 っ て い た 。

ス マ ホ で Ｓ Ｎ Ｓ を や っ て い る と 、 と に か く 疲 れ る 。 短 い 文 章 だ か ら 、 み ん な

の 気 持 ち を 読 み 取 る の は た い へ ん だ 。 自 分 だ け が 誤 解 を し て い る か も し れ な い

し 、 文 字 や ニ ュ ア ン ス に 気 を つ け な い と 、 相 手 に う ま く 伝 え ら れ な い こ と だ っ

て あ る 。 そ ん な こ と は 知 っ て い る 。 だ っ て 実 際 に 自 分 が ト ラ ブ ル に 遭 っ た こ と

が あ る か ら 。 で も 、 だ か ら と い っ て 、 い ち い ち 打 つ た び に 慎 重 に な ん か な れ や

し な い 。 大 切 な の は ス ピ ー ド だ か ら 、 そ の 時 の ノ リ と 雰 囲 気 で 読 み 取 る し 、 書

き 込 む 。 小 さ な 問 題 は あ る か も し れ な い け れ ど 、 な ん と な く 、 み ん な と の や り

と り で 収 ま っ て い る 。 だ か ら 大 丈 夫 。 ニ ュ ー ス と か で や っ て い る い じ め と か に

は な ら な い 。 ニ ュ ー ス に 出 る の は 、 本 当 に ひ ど い こ と を し て い る 人 た ち で あ っ

て 、 自 分 た ち と は 関 係 の な い 中 学 生 だ 。 そ ん な い じ め は 自 分 の 周 り で は し て い

な い し 、 そ こ ま で 馬 鹿 な こ と な ん か 誰 も し な い と 思 う 。 た だ 、 み ん な の 発 言 に

合 わ せ る の は 疲 れ る こ と も あ る し 、 く だ ら な い 会 話 に 参 加 す る の も 疲 れ る 。 グ

ル ー プ に 入 っ て い る く せ に 、 既 読 ス ル ー し て い る や つ が い る こ と に は 、 い つ も

で は な い け れ ど 、 イ ラ イ ラ す る こ と は あ る 。

「 そ ん な に 疲 れ る の な ら 、 Ｓ Ｎ Ｓ な ん か や め て し ま お う 」 と 思 う こ と も あ る 。

確 か に そ の 通 り な の だ け れ ど 、 自 分 自 身 が 時 々 発 散 し た い と き が あ る し 、 自 分

の 発 言 に み ん な が 賛 同 し て く れ る と 気 持 ち い い こ と も 事 実 だ 。 つ い つ い ト ー ク

に 夢 中 に な っ て し ま う こ と だ っ て あ る し 、 気 付 け ば 深 夜 に な っ て い る こ と も し

ば し ば あ る 。 み ん な も や っ て い る こ と だ か ら 別 に い い け ど 。 そ れ に 、 気 を つ け

て い て も 、 自 分 の 発 言 が 時 々 攻 撃 的 に な っ て し ま っ て 、 後 で 反 省 す る こ と も あ

る 。 で も 、 そ れ だ っ て み ん な が や っ て い る こ と だ か ら 。

な ん で イ ラ イ ラ す る ん だ ろ う ？ っ て 考 え て み て も よ く わ か ら な い 。 前 は 、 イ

ラ イ ラ す る の は 、 Ｓ Ｎ Ｓ の 最 中 に 親 に 話 し か け ら れ る か ら だ と 思 っ て い た け れ

ど 、 そ う じ ゃ な か っ た 。 親 に 言 わ せ る と 、 ど う や ら 自 分 は 、 Ｓ Ｎ Ｓ を し な が ら

イ ラ イ ラ し て い る ら し い 。 そ れ と Ｓ Ｎ Ｓ を や め ら れ な い 理 由 は も う 一 つ あ る 。

も し や め た と し て 、 自 分 の 知 ら な い と こ ろ で 自 分 の こ と を 悪 く 言 わ れ て い た ら

と 想 像 す る と 、 そ れ だ け は 避 け た い し 言 わ れ た く も な い 。 結 局 何 で ズ ル ズ ル と

や り 続 け て い る ん だ ろ う と 不 思 議 な 気 持 ち に な る 。 で も 、 そ ん な こ と を 考 え る

の は 一 瞬 だ し 、 家 に 帰 れ ば ス マ ホ は 手 放 せ な い 。 み ん な も や っ て い る こ と だ か

ら 。
だ か ら 今 日 も 家 に 帰 っ て 一 段 落 し た と こ ろ で 、 ク ラ ス の Ｓ Ｎ Ｓ グ ル ー プ 画 面

を 開 い て み た 。

そ し て 、 び っ く り し た 。
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「 こ れ で よ か っ た の か な ？ 」

「 ク ラ ス の グ ル ー プ Ｓ Ｎ Ｓ 」

Ａ 子 ほ ん ま ぅ ざ い ！

あ ん た だ ょ ！

あ ー ほ ん ま き も ぃ ー ー

Ｂ 子 え 、 わ た し ？ ！

Ｃ 男 誰 の こ と ？ 教 え て

Ｄ 男 た×× の こ と だ よ ね

Ａ 子 あ い つ に 決 ま っ て い る で し ょ

誰 と は 言 わ な い け ど

と に か く 気 に 入 ら な い

ム カ つ く ー

Ｂ 子 Ａ 子 は 今 日 、 あ い つ と や り あ っ て い た も の ね

Ａ 子 あ い つ 気 に 入 ら な い 気 に 入 ら な い 気 に 入 ら な い

あ ー ム カ つ く ー

Ａ 子 く た ば っ ち ま え

Ｂ 子 発 散 で き た ？

Ａ 子 は い ！ こ こ ま で ！ す っ き り し た か ら 終 了 ！
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「 こ れ で よ か っ た の か な ？ 」 （ ２ ／ ２ ）

今 日 、 学 校 で 俺 は Ａ 子 と 口 論 に な っ た 。 原 因 は 些 細 な こ と だ け れ ど 、 掃 除 の

時 間 に ち ょ っ と し た 言 い 合 い に な っ た 。

で も 、 す ぐ に 終 わ っ た は ず な の に ・ ・ ・ 。

Ａ 子 の 明 ら か な マ ナ ー 違 反 。 だ っ て 、 確 か に 誰 の こ と と は 明 言 し て い な い け

れ ど も 、 俺 の こ と だ っ て こ と は 明 ら か 。 み ん な 掃 除 の 時 間 の こ と は 知 っ て い る

か ら 、 特 定 さ れ て い る 。 悔 し い 。 な ん と か 仕 返 し を し た い 。 で も 、 俺 は Ａ 子 と

は ち が う 。 こ っ ち は ち ゃ ん と ル ー ル は 守 り た い 。 あ と で 俺 が 悪 者 に な る の は 嫌

だ か ら 。 と ん ち を 効 か せ て 懲 ら し め て や ろ う 。 俺 は 被 害 者 だ ぜ 。

俺 は 、 Ａ 子 が 自 分 の ブ ロ グ に 本 人 の 変 顔 を ア ッ プ し て い る の を 思 い 出 し た 。

こ の 画 像 を み ん な に 流 し て や ろ う 。 た だ 、 本 人 が 公 開 し て い る 画 像 で も 、 コ ピ

ペ だ と よ く な い か ら 、 ア ド レ ス を 紹 介 だ 。 ク ラ ス の Ｓ Ｎ Ｓ グ ル ー プ に 、 Ａ 子 の

変 顔 が 載 っ て い る ブ ロ グ の リ ン ク を 貼 ろ う 。

「 こ ん な 画 像 を 見 つ け ま し た ！ 」

す ぐ に み ん な が 食 い つ い た 。

俺 は ア ド レ ス を 紹 介 し た だ け だ 。 問 題 は な い 。

そ の 後 ど う な っ た か と い う と 、 Ａ 子 は 慌 て て ブ ロ グ の 変 顔 画 像 を 削 除 し た 。

で も 、 す で に 他 の 生 徒 が 画 像 を コ ピ ー し て い て ど ん ど ん 拡 散 し て い っ た 。 も と

も と は 自 分 で 公 開 し て い た 画 像 で も 、 学 校 の 多 く の 生 徒 が 見 る こ と に な っ て 、

結 局 Ａ 子 は 笑 い の 対 象 と な っ た 。

し ば ら く し て か ら 、 同 じ ク ラ ス の Ｅ 子 が 、 俺 に 話 し か け て き た 。

「 あ り が と ね Ａ 子 っ て 前 か ら 気 に 入 ら な か っ た ん だ 。 調 子 に 乗 っ て い る し 、

思 い や り な ん て 一 つ も な い し ね 。 た か し の お か げ で ホ ン ト す っ き り し た よ 。 ざ

ま ー み ろ だ よ ね 。 た か し は 、 ブ ロ グ の ア ド レ ス を 紹 介 し た だ け だ も の ね 。 他 の

画 像 を 拡 散 さ せ た 奴 ら だ っ て 、 別 に 問 題 な い で し ょ 。 も と も と は Ａ 子 の ブ ロ グ

で 公 開 さ れ て た も の な ん だ か ら 。 」

仕 返 し は 成 功 し た し 、 俺 は そ の 時 の ル ー ル も 守 れ た の だ か ら 何 も 問 題 は な い 。

で も ・ ・ ・ ・ な ん だ か 、 す っ き り し な い 。

- 資料12 -



「 こ れ で よ か っ た の か な ？ 」

組 番 氏 名

月 日

思 い や り の 心 を 持 っ て 他 の 人 と 接 す る と は ど の よ う な こ と か 考 え よ う

○ 仕 返 し が 成 功 し た の に 、

た か し が す っ き り し な い の は 、 ど う し て で し ょ う か 。

○ ネ ッ ト ワ ー ク 上 で の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に お い て 、 思 い や り の な い 不 適 切 な 書 き

込 み を 防 ぐ た め に は 、 ど の よ う な こ と が 大 切 な の だ ろ う か 。 こ れ ま で の 自 分 の こ

と も 振 り 返 り な が ら 書 き ま し ょ う 。

○ 家 の 人 か ら の コ メ ン ト を 書 い て も ら い ま し ょ う 。

今
日
の
振
り
返
り

Ａ
当
て
は
ま
る

Ｂ
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
る

Ｃ
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
ら
な
い

Ｄ
当
て
は
ま
ら
な
い

私
は
、
こ
の
時
間
、
発
言
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

私
は
、
こ
の
時
間
、
し
っ
か
り
考
え
よ
う
と
し
て
い
た
。

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ

私
は
、
こ
の
時
間
、
友
達
の
発
言
を
し
っ
か
り
聞
こ
う
と
し
て
い
た
。

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
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